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まちなかでの暑さ対策

2019年6月2日、3日 熱中症対策シンポジウム

一般社団法人環境情報科学センター
石丸 泰
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(日)

熱帯夜（最低気温２５℃以上）
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(日)

猛暑日（最高気温３５℃以上）

気候変動

東京の暑さの推移

※気象庁データから作成。2014年12月に観測地点が大手町から北の丸公園に移動。



気候変動

影響の重大性、緊急性、確信度の全ての評価が高い！

気候変動適応法 平成30年12月1日施行

気候変動適応計画 平成30年11月27日閣議決定

熱中症 暑さによる
不快感等



高齢化

平成26年度ヒートアイランド現象に対する適応策及び震災後にお
けるヒートアイランド対策検討調査業務報告書 から引用
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性別 人数 年齢

若年者 男性 14人 19～22歳

高齢者 男性 10人 63～72歳

若者と高齢者でペアに
なって、日向と日陰で15分

間の踏み台昇降を休憩を
挟みながら3回実施



高齢化

日向の高齢者の体温上昇が著しい！
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夏季屋外イベント

「夏季イベントにおける熱中症対策ガイドライン2018」から引用
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1. まちなかの暑さと涼しさ

2. まちなかの暑さ対策のポイント

3. まちなかの暑さ対策の例

4. まちなかの暑さ対策による効果

本日のお話し

まちなかの暑さ対策

私たちの暑さ対策

5. 私たちの暑さ対策行動

6. 日傘による熱ストレスの軽減効果
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環境省「まちなかの暑さ対策ガイドライン」

屋外や半屋外などを対象として、日射を防いで、水・緑・風など
の自然の力を活かして暑さをコントロールする対策を解説

基礎編 第１章 まちなかの暑さと暑熱ストレス ・人が感じる暑さや涼しさ
・暑さと暑熱ストレス 等

第２章 まちなかの暑さ対策 ・暑さ対策のポイント
・暑さ対策の事例
・暑さ対策の効果 等

対策編 第３章 暑さ対策技術 ・１１個の技術の効果、留意事項、
コスト等を各シートに整理

第４章 対策技術選定の際の確認事項等 ・場所の特性と技術の適合性
・設置時、運用時の留意事項
・関係機関との協議・調整 等

技術
情報編

第５章 体感温度の把握 ・体感温度指標
・実測やシミュレーションの方法

第６章 体感温度による対策効果の把握 ・測定手法 等
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1. まちなかの暑さと涼しさ

2. まちなかの暑さ対策のポイント

3. まちなかの暑さ対策の例

4. まちなかの暑さ対策による効果

5. 私たちの暑さ対策行動

6. 日傘による熱ストレス軽減効果

1.   まちなかの暑さと涼しさ



1．まちなかの暑さと涼しさ

 

 

葉っぱ：約 30℃ 

気温：約 30℃ 

気温：約 30℃ 

 

木陰面：約 32℃ 

日向面：約 50℃ 

 

日向の
信号待ち

木陰の
信号待ち
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放射熱による影響



体感温度：人が感じる暑さや涼しさ

環境側の４要素

①気温

②湿度

③風

④放射：日射＆輻射熱

人間側の２要素

⑤着衣量

⑥代謝量：運動量
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1．まちなかの暑さと涼しさ
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1 空気に放熱
気温が高いと放熱しにくい
風が弱いと放熱しにくい
気温が３５℃以上だと受熱

２ まわりのモノに放熱

まわりのモノが熱い（放射が多い）と
放熱しにくい
まわりのモノが３５℃以上だと受熱

３ 汗で放熱
湿度が高いと放熱しにくい
風が弱いと放熱しにくい
水分補給が必要

人の体温調節

1．まちなかの暑さと涼しさ
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人の体温調節

1．まちなかの暑さと涼しさ

森本武利、ヒトの体温調節、繊維製品消費科学、Vol.44、No.5、2003 より作成



暑さ指数
（湿球黒球温度:WBGT）

暑熱環境での労働や運動時の熱中症
の予防措置に用いられている指標。

環境省熱中症予防サイトで、「暑さ指
数」として全国約840地点の実況値と予
測値を公表。

屋外での算出方法は、
WBGT＝0.7×湿球温度
＋0.2×黒球温度＋0.1×乾球温度

体感温度指標（例）

1．まちなかの暑さと涼しさ
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1. まちなかの暑さと涼しさ

2. まちなかの暑さ対策のポイント

3. まちなかの暑さ対策の例

4. まちなかの暑さ対策による効果

5. 私たちの暑さ対策行動

6. 日傘による熱ストレス軽減効果

2. まちなかの暑さ対策のポイント



道路
商業施設

公園

駅・バス停

住宅

イベント会場

 暑くても待たなければならない場所

暑さ対策が求められる場所

学校
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2．まちなかの暑さ対策のポイント

 快適に過ごしたい場所

どんなところに？



「まんなか」
空気・からだ
の冷却
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樹木・藤棚等による緑陰 窓面等の再帰反射化

壁面等の緑化 壁面等の保水化・親水化
(冷却ルーバー等)

人工日除け

微細ミスト 送風ファン

冷却ベンチ

地表面等の保水化 地表面等の遮熱化
東京都夏の暑さ対策の手引き

「うえ」日射の低減

「した」地表面等の高温化

抑制・冷却

「よこ」

壁面等の高温

化抑制・冷却

地表面等の緑化
東京都駐車緑化ガイド

2．まちなかの暑さ対策のポイント

なにを？ 暑さ対策の分類



う え

し た

う え

し た まんなか

う え

う え まんなか

し た よ こ

う え

よ こ

まんなか

日除け
34℃
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対策なし 日向

  40℃ 

＋ミスト ＋冷却ルーバー＋打ち水

日射を遮りましょう！ Yes

No

打ち水

高温化を
防ぎましょう！

微細ミスト

局所的に
冷やしましょう！

日射を遮り、涼しさを
作りましょう！

日除け＋微細ミスト＋打ち水＋冷却ルーバー

複合的に組み合わ
せましょう！

2．まちなかの暑さ対策のポイント

どのように？ 暑さ対策の考え方
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1. まちなかの暑さと涼しさ

2. まちなかの暑さ対策のポイント

3. まちなかの暑さ対策の例

4. まちなかの暑さ対策による効果

5. 私たちの暑さ対策行動

6. 日傘による熱ストレス軽減効果

3.   まちなかの暑さ対策の例
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ミストでひと涼み（公園）
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日除けの下で砂遊び（幼稚園）
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緑に囲まれた快適なベンチ（公園）
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真夏でも快適な待合室（バス停）
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暑さ対策を楽しむ（ イベント）
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1. まちなかの暑さと涼しさ

2. まちなかの暑さ対策のポイント

3. まちなかの暑さ対策の例

4. まちなかの暑さ対策による効果

5. 私たちの暑さ対策行動

6. 日傘による熱ストレス軽減効果

4.   まちなかの暑さ対策による効果
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体感温度低下効果（目安）

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

樹木

人工日除け

窓面等の再帰反射化

地表面等の保水化

地表面等の遮熱化

地表面等の緑化

壁面等の緑化

冷却ルーバー等

微細ミスト

送風ファン付き微細ミスト

送風ファン

冷却ベンチ

体感温度（SET*）の低下効果

(夕方)

う え

し た

よ こ

まんなか

４．まちなかの暑さ対策による効果



通常緑

遮熱緑

遮熱白
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日除けの効果検証例

オーニングの素材と色による違い

２０１７年５月３０日正午前後 気温30℃程度

４．暑さ対策の効果４．まちなかの暑さ対策による効果



オーニング裏面の温度は、通常緑が約70℃、
遮熱白は約30℃低かった。

通常緑

遮熱緑

遮熱白

69.9℃

60.6℃

41.5℃

11：45 日射量：900W、風速：0.8m/s
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日除けの効果検証例

４．暑さ対策の効果４．まちなかの暑さ対策による効果



37.1

30.8
30.3

28.6

25

27

29

31

33

35

37

39

日向 通常緑 遮熱緑 遮熱白

℃

オーニングによる効果はいずれの生地でも高い
が、生地によって体感温度は2℃以上異なる。

12：30

29

SET* 6℃ 7℃ 8℃

日除けの効果検証例

４．暑さ対策の効果４．まちなかの暑さ対策による効果



体感温度が下がると、・・・
→人の快適性が改善する
→人の熱ストレスが減る

30

生理・心理反応の改善効果

被験者実験を実施

暑さ対策
施設

テント
下

日向

４．暑さ対策の効果４．まちなかの暑さ対策による効果



Before After

体感温度が下がると利用が増える
31

にぎわい創出効果

４．暑さ対策の効果４．まちなかの暑さ対策による効果
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４．暑さ対策の効果

自然の涼しさが
ここちよい

コミュニケー
ションが弾む

コミュニティ形成効果

４．まちなかの暑さ対策による効果
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1. まちなかの暑さと涼しさ

2. まちなかの暑さ対策のポイント

3. まちなかの暑さ対策の例

4. まちなかの暑さ対策による効果

5. 私たちの暑さ対策行動

6. 日傘による熱ストレス軽減効果

5.   私たちの暑さ対策行動
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５．私たちの暑さ対策行動

どんな対策をしている？

【web アンケート】 

対象者：地域別（北海道、東北、関東、北陸・甲信、東海、近畿、四国・中国、九州・沖縄）、年代別（15～29 才、

30～49 才、50～64 才、65 才以上）、性別（男、女）の 64 属性について各 100 名、合計 6,400 名 

実施時期：2018 年 10 月 19 日～10 月 22 日 

この対策はしない

29.3

58.0

42.8

10.3

36.8

90.9

10.6

51.9

9.2

19.5

69.5

ときどき

24.0

12.1

31.3

19.3

21.5

4.4

19.5

23.3

20.1

24.3

9.5

特に暑いとき

16.5

11.4

13.4

24.9

18.2

2.8

22.6

16.5

28.1

32.8

7.6

夏はほぼ毎日

30.1

18.6

12.5

45.4

23.5

2.0

47.3

8.4

42.7

23.4

13.4

1.帽子をかぶる

2.日傘をさす

3.白っぽい服を着る

4.通気性のよい服を着る

5.速乾シャツを着る

6.携帯ファンを持ち歩く

7.飲み物を持ち歩く

8.冷感グッズを持ち歩く

9.なるべく日陰を選んで歩く

10.なるべく外を歩かないようにする

11.その他

「平成30年度暑熱環境に対する適応策調査業務報告書」から引用
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５．私たちの暑さ対策行動

男性と女性で違う？

この対策はしない

23.8

30.2

40.8

7.1

42.4

91.3

7.3

46.5

4.4

12.2

67.8

ときどき

25.3

18.6

33.6

17.7

23.7

4.1

16.5

23.8

13.6

20.6

9.3

特に暑いとき

17.0

16.7

13.8

26.3

15.9

2.5

20.5

19.4

26.0

36.8

7.7

夏はほぼ毎日

33.9

34.5

11.8

48.9

18.0

2.1

55.7

10.2

56.1

30.3

15.2

1.帽子をかぶる

2.日傘をさす

3.白っぽい服を着る

4.通気性のよい服を着る

5.速乾シャツを着る

6.携帯ファンを持ち歩く

7.飲み物を持ち歩く

8.冷感グッズを持ち歩く

9.なるべく日陰を選んで歩く

10.なるべく外を歩かないようにする

11.その他

この対策はしない

34.8

85.7

44.8

13.6

31.1

90.4

13.9

57.3

13.9

26.8

70.8

ときどき

22.7

5.6

29.0

20.9

19.4

4.7

22.5

22.7

26.6

28.1

9.7

特に暑いとき

16.1

6.0

13.1

23.6

20.4

3.0

24.6

13.5

30.2

28.7

7.5

夏はほぼ毎日

26.4

2.6

13.1

42.0

29.1

1.9

38.9

6.5

29.3

16.5

12.1

1.帽子をかぶる

2.日傘をさす

3.白っぽい服を着る

4.通気性のよい服を着る

5.速乾シャツを着る

6.携帯ファンを持ち歩く

7.飲み物を持ち歩く

8.冷感グッズを持ち歩く

9.なるべく日陰を選んで歩く

10.なるべく外を歩かないようにする

11.その他

男性 女性

2.日傘をさす
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５．私たちの暑さ対策行動

暑さ指数を知っている人ほど
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

聞いたことはない

聞いたことがある程度

どのような指数かおおよそ説明できる

0-5p未満 5-10p 10-15p 15p-20p 20-25p 25p以上

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

3項目以下

4-7項目

8項目以上

0-5p未満 5-10p 10-15p 15p-20p 20-25p 25p以上

熱中症の症状を理解している人ほど

夏はほぼ毎日 3点

特に暑いとき 2点

ときどき 1点
暑さ対策行動を得点化
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1. まちなかの暑さと涼しさ

2. まちなかの暑さ対策のポイント

3. まちなかの暑さ対策の例

4. まちなかの暑さ対策による効果

5. 私たちの暑さ対策行動

6. 日傘による熱ストレス軽減効果6.   日傘による熱ストレス軽減効果
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６．日傘による熱ストレス軽減効果

80℃

30℃

帽子 日傘Ａ 日傘Ｂ



帽子 通常日傘 遮熱日傘

**
**
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６．日傘による熱ストレス軽減効果

帽子 日傘Ａ 日傘Ｂ

【実験条件】
人工気象室（気温30℃、湿度50%、日射量1.2kW/㎡、風速0.5m/s）
15分間の歩行運動（3.2km/h）を2回実施（途中10分間休憩）
男性6名（20代～40代）
日傘Ａ：日射透過率32%、日傘Ｂ：日射透過率1%未満

（*：P<0.05、**：P<0.01）

発汗量

5%↓

17%↓
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６．日傘による熱ストレス軽減効果

**
**

帽子 通常日傘 遮熱日傘帽子 日傘Ａ 日傘Ｂ

※運動開始前の5分間平均と運動終了前5分間平均の差

（*：P<0.05、**：P<0.01）

心拍数

19%↓ 22%↓



暑さ対策で

健康的で少しでも快適な夏を

お過ごしください！

ご清聴ありがとうございました。


